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１．緒言 

大学等の研究教育機関では多用な化学物質が用

いられており，様々な事故事例が報告されている 

[1]。特に可燃性の化学物質に起因した火災の場合，

たとえ発災規模が小さくても被害が大きいことが

ある [2, 3]。従って，可燃性の化学物質に係る知識

を予め身に付けた上で，適切なリスク低減措置を図

ることが肝要である。しかしながら，その危険性が

良く把握されずに実験で用いられている例が散見

される。大学等の研究教育機関において，危険物を

取扱う者は主として必ずしも取扱い経験が多くな

い学生であり，対応する産業界の実験室よりも大学

実験室の方が 1 桁以上リスクが大きいことが指摘

されている [4]。従って，危険物の安全な取扱いに資

する安全教育が不可欠である。 

危険物はその法律 (消防法，安衛法，港湾法等) に

よって対象物質が異なるが，本報では消防法別表第

一に掲げられている消防法危険物のうち，大学等に

おいて比較的大量に用いられている第四類危険物 

(引火性液体) に焦点を当てる。溶媒や脱脂作業でよ

く用いられる引火性液体の危険性および引火現象

の理解に資する教材を開発し，これを安全講習会で

活用した事例を報告する。 

２．制作した教材 

この教材の目的は，引火性液体の危険性および引

火現象を安全講習会の受講者に知ってもらうこと

である。そこで，表 1 に示す流れで教材を構築した。

まず，内容 1 として消防法危険物の分類等を概説

した。その後，古い試薬に起因した事故 [5] や誤っ

た廃棄方法での火災事故が報告されていることか

ら，写真を交えて大学における危険物に起因した事

故事例を紹介した (内容 2)．内容 3 では，過去にお

いて大地震時に危険物に係る火災が発災している

ため，そういった事例も盛り込んだ [6]。 

続いて引火が起こる機序について説明した (内容 

4，5)。引火とは，引火性の液体自体が燃焼するので

はなく，液面上に形成された可燃性蒸気に火がつく

ことで引き起こされる (図 1a, b)。可燃性混合気に

火がつき火炎が伝ぱするということは，可燃性混合

気が燃焼範囲内である必要があり，すなわち (下部) 

引火点 (Fp) は燃焼下限界 (LFL) と関連した現象

である。蒸気濃度 (蒸気圧) は液温で決まるため，液

温がある一定以上でかつ着火源があれば引火が起

こり，この時の液温が Fp である。Fp には次の特徴

があるため，これも説明した。 

・ Fp における液面上の可燃性蒸気濃度は LFL を

わずかに上回っているだけであるため，火炎は

液面上を伝ぱしてすぐに可燃性蒸気を消費する 

(図 1b)。従って，Fp では燃焼は継続せず，この

点で燃焼点とは異なる。 

・ Fp は測定装置依存性を有するため，物質に固有

な物性値ではない。また，外圧依存性も有する。 

・ Fp はバルク液体の値であり，液膜やミスト状で

はその引火性が異なる。 

 一定条件下では Fp 未満の液温条件でも引火現

象は起こるが [7]，基本的には液温が Fp 未満であ

れば引火現象は起こらない。従って，引火性液体に

よる火災事故を起こさないためには，Fp 未満で液

体を取扱うことが対策の一つとなる。 

受講者の理解度を高めるために，アセトン (Fp = 

−18 °C，図 1a)，灯油 (Fp = 40 °C)，および灯油に 

10% のアセトンを混合した混合液体の引火挙動の

動画を制作して教材に入れた。なお，一般に混合液

体の引火点はその挙動が複雑であるため [8]，混合 

表 1 危険物に係る安全講習会用資料の内容 

 内容 

1 消防法危険物の概説 

2 大学における危険物に起因した事故事例 

3 大学における危険物に起因した事故事例：

大地震時 

4 引火現象とは 

5 液温と引火の関係性 

6 引火性液体が付着した紙ウエスの燃焼特

性 

7 危険物の混合危険 



 

図 1 (a) アセトンの引火の様子，(b) 液面上の火炎

伝ぱの模式図 

 

系については講習会では深入りしなかった。 

内容 6 では危険物に係る廃棄物の一例として，引

火性液体が付着した紙ウエスの燃焼性状に係る動

画を教材に入れた。これを制作した理由は，引火性

液体を溶媒や試薬として用いる場合は安全に気を

払う者が多い一方で，それを拭きとった紙ウエス等

の廃棄物には注意を向けない者が一般的に多いた

めである。 

図 2a–c にそれぞれ何もついていない紙ウエス，

Fp が室温未満のエタノール (1 mL) が付着した紙

ウエス，およびFp が室温を超える 1-ブタノール (1 

mL) が付着した紙ウエスの燃焼性状を示す。ここで

は約 280 mg の紙ウエス半枚を用いた。発熱速度を

計測してはいないが，紙ウエス自体が可燃物である

が故に 1-ブタノールが付着したキムワイプであっ

ても，熱的に薄くて典型的な紙の燃焼性状を示す紙

ウエスのみの場合よりも燃焼が激しいことから，引

火性液体が付着した廃棄物には比較的大きな火災

危険性があることが分かる。 

 最後に内容 7 では，平時だけではなく大地震時

に危険物の混合危険に起因する火災が報告されて

いるため，これを教材に盛り込んだ。 

３．結言 

引火現象の基礎的理解を通じて，引火性液体およ

びその廃棄物の危険性を安全講習会の受講者に知

ってもらうために，引火現象の概説，引火性液体の 

図 2 燃焼性状 (a) 紙ウエスのみ，(b) Fp が室温

未満のエタノールが付着した紙ウエス，(c) Fp が

室温以上の 1-ブタノールが付着した紙ウエス 

 

引火特性に係る動画，および引火性液体が付着した

ウエスの燃焼性状に係る動画を盛り込んだ教材を

制作した。この取組みは，know-why を通じて引火

性液体の取扱い時における火災リスク低減に資す

ると考えられる。 
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